
　　　　

令和 7 年 2 月 28 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・ＨＯＵＳＥＮ合同でのお祭り（地域の方や、保護者様の交流会）
・「児童デイサービス芳泉　大治」秋祭り（施設の保護者様の交流会）・茶話会（保護者様交流会）
・毎月の季節に合わせた活動（餅つき、節分、ひな祭り、花見、遠足、水遊び、プール、クリスマス会など）

（別添資料１）

家族支援

・送迎時や連絡帳、メール、電話やLINE、面談での相談対応
・障害特性に合わせた対応や、家庭環境に応じた対応
・臨床心理士による相談会　・理学療法士による専門的個別支援

移行支援

・ライフステージの切り替えを見据え、将来的な移行に向けた準備

地域支援・地域連携

・個別の必要に応じて、学校、相談支援専門員、障害福祉サービス事業所等と
サービス担当者会議や日々の連絡調整

職員の質の向上

・基礎知識研修（障害特性、こどもの発達、サービスの仕組み）
・毎月のテーマ別研修・定期的なＨＯＵＳＥＮ内研修
・地域での研修や専門的な外部研修受講・虐待・身体拘束・感染症等の研
修

支　援　内　容

・心身の健康の把握のため、定期的な健康チェックを行い状態を把握する。衣服の着脱、排泄、食事などの基本的な日常生活の動作の体得を支援する。
・身辺整理、片づけ、見通しをもつ（スケジュール）等を「自分でしてみようとする行動」を体得していく。

・食事や活動時など、日常生活の中での姿勢保持や安定・運動の獲得や筋力持続強化・クールダウンなどを取り入れながら、落ち着いて生活できるように調整を図る。
・公園や体育館で、粗大運動の機能を高める。制作や感覚遊びを通じて、微細運動の機能を高める。

本
人
支
援

・いろいろな感覚（視覚、聴覚、触覚、味覚など）を刺激しながら認知機能の発達を促す。形や色、大きさなどの概念の習得に努める。
・褒めることで、伝わったことの楽しさを学び、行動をパターン化し体得していく。

・物事と言葉が結びつくよう、様々な体験を通して、言語の習得や自発的な発声を促す。話ことばやジェスチャーを通して、思いが伝えられるように支援する。
・グループワークの中で、自分の経験や気持ちを相手に伝える機会をもつ。

・ごっこ遊び、ルールのあるゲームや協力を必要とする遊びを通して、人に伝える・話を聞くなど、社会性に必要な「人との関わり」を楽しく学ぶ。
・休日や長期休暇中に、公共の機関や公共の施設に行くために、自ら計画を立て、準備し、実行していけるよう促す。

支援方針
・子どもが能力を発揮して生きていけるように、個性の異なる子どもたちがお互いを認め合いながら育つという関係性を育んでいく。
・こどもたちと笑い、楽しく、安心して過ごせるよう環境づくりをしていく。
・家族が安心して子育てができる環境づくりを支援します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
ＨＯＵＳＥＮ理念：心豊かな会社～自利利他の精神を大切にします～
児童事業部理念：子どもが社会で生きていく力を身につけるための支援を
Heart（心）思いやる心、Skill（技）自分でやる力、Physical（体）体力づくり

事業所名 児童デイサービス芳泉　大治 作成日支援プログラム(放課後等デイサービス)


